みつ こし 

発病す る 四 五日 前、 三越へ 行った ついでに、 ペコ 二 

ァの 小さい 鉢 を 一 つ 買って 来た。 書斎の 机の 上へ 書架 

と 並べて 置いて、 毎夜 電燈の 光で ながめながら、 暇が 

あったら これ も 一 つ 写生して おきたい と 思って いたが 

つ い 果たさずに 入院す るよう になった。 

入院の 日に 妻が いろいろの 道具と い つ しょに この 鉢 

を 持って来た、 そして 寝台の すぐ 横に ある 大理石 を 

張った 薬 びん 台の 上に 載せた。 灰色の 壁と 純白な 窓掛 

ベ ん がらぬ 

けと で 囲まれた きりで、 色彩と いえば ただ 鈍い 紅殻 塗 

とだな しんちゅう 

りの 戸棚と、 寝台の 頭部に 光る 真鍮の 金具の ほかに 

は 何もない、 ^鬱に 冷たい 病室が 急に あたたか くにぎ 



似た 美しくない ものとの 差別に は、 いつでも このよう 

な、 人間 普通の 感覚の 範囲 外に ある 微妙な 点が あるの 

では あるまい か。 人間で も 意識の 奥に 隠れた 自己と 

いったよ うな ものが、 その 人 がらの 美し さ を 決定す る 

要素で は あるまい か。 こんな 事 を 考えな がらべ コニァ 

の 花 を しみじみ 見つめて いると、 薄弱な 自分の 肉眼の 

力で すら、 花弁の 細胞の 一 つ 一 つから 出る 生命の 輝き 

を 認める ような 気 もす る。 

入院の 翌日 A 君が 菜の 花 を 一 束 持って来て くれた。 

かびん かなだらい 

適当な 花瓶がなかった からしば らく 金盥 へ 入れて お 

いた。 室咲きで あるせ いか、 あの ひばりの 声 を 思わせ 



うち 

るよう な 強い 香がなかった。 まもなく 宅から 持って来 

た 花瓶に それ を さして、 室の すみの 洗面台に のせた。 

おい らん はち 

同じ 日に 甥の N が 西洋 種の 蘭の 鉢 を 持って来て くれた。 

たいしゃいろ みずごけ あおたけ ベら 

代赭色の 小鉢に 盛り上がった 水苔から、 青竹 篦 のよう 

な 厚い 幅の ある 葉が 数 葉、 対称的に 左右に 広がって、 

そのまん 中に 一 輪の 花が ややうな だれて 立って いる。 

大部分 はた だ 緑色で、 それに 濃い 紫の 刷毛目 を 引いた 

花冠 は、 普通の 意味で は あまり 美しい もので はない が、 

しかし そのかわりに きわめて 品の いい 静かに 落ち着い 

た 美し さがあった。 これ を、 花やかに 美しい、 たとえ 

ばお とぎ 話の 王女の ような ベ コ ニァと 並べ て 見た 時に 



は、 ちょうど 重々 しく 沈鬱な しかも 若く 美しい 公子で 

も 見る ような 気がした。 花冠の 下半に たれた 袋の よう 

な 弁の 上に かぶ さるよう になった 一片の 弁 は、 いっか 

上に 向き 直つ て 袋の 口 を 開く だろうと 思 つ ていたが、 

とうとうい つまで も 開かな か つ た。 

まち 

そのうちに T 君 夫妻が また 大きな ベ コ 二 ァの鉢 を 

うち 

持って来て くれた。 それ は 宅から 持って来 たのに 比べ 

て 数倍 大きく みごとな ものであった。 この 花が 来て み 

ると 今まで あつたべ コ 二 ァは 急に 見すぼらしい 見る 影 

もない ものに なって しまった。 宅の は 花の 色 ももう 実 

際に いくらか 薄くな つたの だろう、 これに 比べて 見る 



今度 は I 君が サイ クラ メン とポ イン セ チア を 届けて 

くれた。 ポ イン セ チア はこれ まで 花屋で 見かけた 事 は 

あるが、 名 は それまで は 知らなかった。 もらった 鉢に 

さして ある 木 札で 始めて 知った。 薬 びん 台に 載せて 始 

めて よく 見る と、 葉 鶏頭に 似た 樹 冠の 燃える ような 朱 

赤色 は 実に 強い 色で ある、 どうしても 熱帯 を 思わせる 

色で ある。 花より はむしろ 鳥類の 飾り 毛に でも ふさ わ 

しい 色 だと 思う。 頂上 を 見る と 黄色が かった 小さい 花 

ぞくせい けんそん 

が 簇生して いるが、 それ はき わめて 謙遜な、 有る か 無 

きかの ものである。 いったい 自然 はどうして いつもの 

習慣に そむいて この 植物の 生殖器 を こんなに 見す ぼら 



で、 強烈な 日光と 生命の みなぎった 南国の 天地 を 思う 

の はこの 上 もない &藉 であった。 

サイ クラ メンの ほう は 少し 生育が 充分でなかった。 

花に もなん だか 生気が 少なく、 葉 も 少し 縮れ 上が つ て、 

とびいろ 

端の ほう はもう 鳶色に 朽ち かかって いた。 自分 はこの 

花に ついて 妙な 連想が ある。 それ は ベルリン にいた こ 

ろの 事で ある。 ァカチ ー ン 街の 語学の 先生の 誕生日に、 

何 か 花で も 贈り物に したいと 思って、 ァ ポステル -パ 

ウルス • キルへの 前の けちな 花屋へ 寄って、 あれ かこ 

れ かと 物色した 末に 買った のが この 花であった。 日本 

から 輸入され たらしい 桃色の ちりめん 紙で 鉢 を 包んで 



を 見たら、 その 中に 口 ー ジャ— • フ ライと いう 人が こ 

の 花 を 主題に して 描いた 水 彩が あつたので それが わ 

かった。 この 絵に 付した 解説に こんな 事が 書いて ある。 

「この 絵 はほんと うに 特徴の スタディと 呼ばる ベ きも 

ので ある。 物 を そのままに 見て、 そして 偏見な しに 描 

こうと する 近代の 試みの 好適 例で ある うんぬん ご 壁 

に 布切れ や しわくちゃ の 紙片 を だらしなく 貼り つ けた 

の を バックに して、 平凡な 牛乳 びんに 二 本の ボイ ンセ 

チアが 無雑 作に 突き さして ある だけで ある。 全体の 感 

ま <ら 

じ はなる ほど 悪くない が、 今 枕 もとに ある 本物と 比 

ベて 見る と、 どうも なんだか 葉の 排列の しかたが おか 



序 正しく だんだんに 脱落して 行く のであった。 

S 君が またべ コニァ を 届けて くれた。 大きさ は 前に 

T 君から もらった のと 同じく らいであった。 しかし 前 

のに 比べ て 花の 色 も 葉の 色 もい つたいに 薄くて なんと 

なくさび しかった。 そのかわり またなん となく あっさ 

りした 野の花の ような 趣 はあった。 同じ 種類の 花で あ 

りながら 培養の 方法 や 周囲の 状況の 相違で これほどに 

もちが つた ものが できる かと 思った。 土の 性質、 肥料 

や 水の 供給、 それから 光線 や 温度の 関係で 同じ 種から 

貴族と 平民が 生まれる のであった。 花の 貴族と 平民と 

は 物 を 言わない から 争闘 はない。 こんな 事 を 考えたり 



した。 

次に は o 君から 浅い 大きな 鉢に いろいろの 草花 を 寄 

せ 植えに したの を 届けて くれた。 中心に なって いるの 

はや は リベ コニァ で、 その 周囲に は 緑色の 紗の片 々と 

思うよう な アスパラガスの 葉が 四方に 広が リ、 その 下 

から 燃える ような ゼラニ ゥムが のぞき、 低い 所に はァ 

ル ヘイ 糖の ように 蟹 シャボ の 花が いくつか 鉢の 縁に た 

れ 下がって いた。 一 つ 一 つの 花 はきれ いで あるが この 

ように 人工的に 寄せ集めた ところに なんとなく 物 足り 

ない 不自然 さがあった。 しかし ともかくも にぎやかに 

花やかな ものであった。 眠られぬ 夜中の 数 時間 はこの 



花の ために もどれ ほどか 短く された。 眠られぬ ままに 

いろいろな 事 を 考えた 中に も、 N 先生が 病気 重態と い 

う 報知 を 受けて 見舞いに 行った 時の 事 を 思い出した。 

え ど が わ おお まが リ 

あの 時に 江戸川の 大曲 の 花屋へ 寄って 求めた のが や 

はりべ コニァ であった。 紙で 包んだ 花 鉢 を だいじに ぶ 

ら 下げて 車に も 乗らず 早稲 田まで 持って行った。 あの 

ころから もうだい ぶ 悪くな つ て いた 自分の 胃 は その 日 

は 特に 固く 突っ張る ようで 苦しかった。 あとから 考え 

てみ ると あの 時分から 自分の 胃 はもう 少しずつ 出血 を 

始めて いたので ある。 そうと も 知らず わずかの 車賃 を 

儉約 する つもりで 我慢して 歩いて 行った。 重態の 先生 



合が かなり しばしば ある。 先生と 弟子との 間にある 共 

通な 点が あらば、 それ は 単に 精神的の もので もこれ が 

肉体 の 上に 多少の 影響 を 及ぼさな いと は 言わ れ ない。 

あるいは 逆に 肉体に 共通な 点の あるの が 原因で それが 

精神に 影響して 二人の 別々 な 人間の 間に 師弟の 関係 を 

生じる 一 つの 因縁に ならない と は 限らぬ。 もしそう だ 

とすれば 先生と 弟子と が 同じ 病気に かかる 確 率 は、 

全く 縁の ない 二人が そうなる より 大きい かもしれ ない 

病気が 同じなら ば 同じ 時候に よけいに 悪くなる の はむ 

しろあり そうな 事で ある。 こんな 事 を 考えたり した。 

セ オリ I 

そして その 時には これが たいへんに 確実な 理論で でも 



ら 「いただきます」 と 答えて ニコニコして いたので 安 

心した。 ただ o 君から もらった 寄せ 植えの 鉢 だけ はま 

だ 花の 色 も あざやかで あるから 惜しい と 言って、 妻が 

ひざの 上に のせて 持ち帰った。 しばらく は それ を 応接 

間へ 出して あつたが、 後に は 縁側の 外の 盆栽 台に 置か 

れ たままで、 毎夜の 霜に さらされ ていた。 ベ コニァ は 

すぎばし かに 

すっかり 枯れて 茎 だけが 折れた 杉箸の ようになり、 蟹 

シ ャボの 花 も 葉もう だ つ たように ベ トべ トに 白くな つ 

て 鉢に へばりつ いている。 アスパラガスの 紗 のよう な 

葉 だけ はま だ 一 部分 濃い 緑 を 保って 立って いる。 

三 週間 余り 入院して いる 間に 自分の 周囲に も 内部に 



も いろいろの 出来事が 起こった。 いろいろの 書物 を 読 

んで いろいろの 事 も 考えた。 いろいろの 人が 来て いろ 

いろの 光 や 影 を 自分の 心の奥に 投げ入れた。 しかし そ 

れ につ いて は 別に 何事 も 書き残して おくまい と 思う。 

今こう してた だ 病室 を にぎわして くれた 花の 事 だけ を 

書いて みると 入院 中の 自分の 生活の あらゆる ものが こ 

れで 尽くされ たような 気がする。 人が 見たら なんでも 

ない この 貧しい 記録 も 自分に と つ て は あらゆる 忘れが 

た い 貴重な 経験の 総 目次になる ように 思われる。 

(大正 九 年 五月、 ァ ララ ギ) 



底本： 「寺 田寅彦 随筆集 第 一 巻」 小 宫豊隆 編、 岩波 文 

庫、 岩波 書店 

1947 (昭和^) 年 2 月 5 日 第 ー 刷 発行 

1963 (昭和お) 年^ 月 S 日 第 S 刷 改版 発行 

1997 (平成 9) 年匸 月^日 第 お 刷 発行 

入力 ： 田 辺浩昭 

校正 ： かとう かおり 

2 003 年 5 月 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 



